
日本学術会議公開シンポジウム
「国民皆歯科健診の意義を考える」

令和7年（2025年）

５月17日（土）
15:00～16:30

キッセイ文化ホール 1F 大ホール
　　（長野県松本文化会館)

（長野県松本市大字水汲 69-２）

プログラム
挨拶：  樋田　京子（日本学術会議第二部会員／北海道大学大学院歯学研究院教授）

講演
座長： 森山　啓司（日本学術会議第二部会員／東京科学大学大学院医歯学総合研究科教授）
 後藤　多津子（日本学術会議連携会員／東京歯科大学教授）

『生涯を通じた歯科健診（いわゆる国民皆歯科健診）に向けた取組について』
 高田　淳子（厚生労働省医政局歯科保健課歯科口腔保健推進室室長）

『口から始める健康管理！歯周病が全身に与える影響とは』
 片桐　さやか（東京科学大学大学院医歯学総合研究科教授）

『就労世代における歯科健診を起点とした口腔保健と全身健康との関連性』
 木村　光夫（ライオン株式会社研究開発本部口腔健康科学研究所マネージャー）

総合討論
進行： 村上　伸也（日本学術会議第二部会員／大阪大学名誉教授）
 石丸　直澄（日本学術会議連携会員／東京科学大学大学院医歯学総合研究科教授）

討論者： 　高田　淳子（厚生労働省医政局歯科保健課歯科口腔保健推進室室）
 　片桐　さやか（東京科学大学大学院医歯学総合研究科教授）
 　木村　光夫（ライオン株式会社研究開発本部口腔健康科学研究所マネージャー）

挨拶： 中村　誠司（日本学術会議連携会員／九州大学名誉教授）

令和６年６月 21 日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針 2024」(いわゆる「骨太方針 2024」)において、
「全身の健康と口腔の健康に関する科学的根拠の活用と国民への適切な情報提供、生涯を通じた歯科健診（いわゆる国民皆歯科健診）
に向けた具体的な取組の推進」と記された。しかしながら現時点において、生涯を通じた歯科健診の普及やその有効性の検証は、
まだ道半ばといえる。今回のシンポジウムでは、国民皆歯科健診の意義に関し、現時点で集積されている科学的根拠を整理すると共に、
その実現に向けた今後の課題・展望について議論する。

主　催：日本学術会議歯学委員会 病態系歯学分科会、基礎系歯学分科会、臨床系歯学分科会
共　催：日本口腔科学会
後　援：日本歯学系学会協議会、日本生命科学アカデミー

申し込み＝参加費無料・事前申込不要
問い合わせ先＝大阪大学大学院歯学研究科　村上伸也
E-mail: murakami.shinya.dent@osaka-u.ac.jp 


